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家庭でできる省エネルギーの取組例04 第2次稚内市地球温暖化対策実行計画
区域施策編 概 要 版

計画の目的・目標及び基本的事項02

二酸化炭素排出量の削減目標は、2013（平成25）年度を基準として､2030（令和12）年度に26％

以上の削減、2050（令和32）年度には、実質ゼロを目指します。

■削減目標

貢献度は、本市の二酸化炭素排出量に対して、市内で稼働している再生可能エネルギー発電による二酸化
炭素の削減効果の割合とします。
今後は、再生可能エネルギーによる発電量が市内で発生する二酸化炭素排出量を上回る状況、貢献度

100％以上を目指します。

■貢献度の目標

■計画の対象範囲
稚内市全域

■対象とする温室効果ガス

二酸化炭素（CO2）、メタン
※（CH4）、

一酸化二窒素※（N2O）を対象。

※排出量の把握のみ。

■計画期間

2021年度（令和3年度）～

2030年度（令和12年度）の10年間

目的 ～ゼロカーボンシティを目指して～

私たちは、日々の生活の中で化石燃料を多く消費し、二酸化炭素などの温室効果ガスを排出してい
ます。多量な温室効果ガスの排出で地球温暖化・気候変動が進行し、自然生態系や生活環境にまで深
刻な影響を及ぼすと考えられています。産業だけではなく人々の生活スタイルにも原因があるため、
この大きな社会問題を解決するには、一人ひとりの理解、努力、協力が必要です。
本計画は、本市の特性を活かした温室効果ガス排出量の削減に向けた対策を一層強化するなど、総

合的・効果的に地球温暖化対策を推進していくことを目的として策定したものです。

温暖化による影響で、年平均気温は変動を繰り返しながら上昇傾向にあり、100年あたりで見ると、
世界では「+0.75℃」、日本では「+1.26℃」上昇しています。
この気温上昇による気候変動の影響で、⼤⾬・短期間豪雨の降水量の増加やそれに伴う水害の頻発、

積雪量の減少や突発的な豪雪の増加、海洋生物の分布域の変化による漁獲量変動、熱中症の増加など、
様々な分野において影響が現れることが懸念されています。

地球温暖化の状況01
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図：再エネによる貢献度の見込み
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本計画の目標

削減金額
（円／年）

CO2削減量
（kg-CO2／年）

照明器具

□ 60W形の白熱電球をLEDに取り替える 約2,430円 43.9kg

□ こまめに消灯する／60W形の白熱電球の場合 約530円 9.6kg

60W形の蛍光ランプの場合 約120円 2.1kg

パソコン

□ 使わない時は、電源を切る／デスクトップの場合 約850円 15.4kg

キッチン

□ 電気ポットを長時間使用しない時は、プラグを抜く 約2,900円 52.4kg

□ 食器を洗うときは給湯器の設定温度を
40℃から38℃にする／ガス給湯器の場合

約1,430円 19.7kg

お風呂・トイレ・洗濯

□ 入浴は間隔をあけずに入る／ガス給湯器の場合 約6,190円 85.7kg

□ シャワーは不必要に流しっぱなしにしない/ガス給湯器の場合 約3,210円 28.7kg

□ 暖房便座の温度設定を「中」から「弱」にする 約710円 12.9kg

□ 衣類乾燥機は、自然乾燥と併用する
（自然乾燥8時間後、未乾燥のものを補助乾燥する）

約10,650円 192.6kg

冷蔵庫

設定温度を

「強」から「中」に

約 1,670 円/年の節約

30.1 kg /年のCO₂削減

中にものを詰め込みすぎない

約 1,180 円/年 の節約

21.4 kg/年 のCO₂削減

自動車

ふんわりアクセルで発進する
（最初 5 秒で時速 20 km目安）

約 11,950 円/年の節約

194.0 kg /年のCO₂削減

加減速の少ない運転をする

約 4,190 円/年の節約

68.0 kg /年のCO₂削減

暖房

暖房時の設定温度を
21 ℃から20 ℃にする

石油ファンヒーター

約 800 円/年の
節約

25.4 kg /年の
CO₂削減

エアコン

約 1,430 円/年の
節約

25.9 kg /年の
CO₂削減

使用時間を1日1時間減らす

石油ファンヒーター

約 1,470 円/年の
節約

41.5 kg /年の
CO₂削減

エアコン

約 1,100 円/年の
節約

19.9 kg /年の
CO₂削減

その他の取組例

■発 行 日 ：令和３年３月
■問合せ先：稚内市 企画総務部エネルギー対策課
■電話番号：0162-23-6860

この計画の詳しい内容については、市ホームペー
ジにて計画書を掲載しておりますので、ぜひご覧く
ださい。
ご不明な点がありましたら、市エネルギー対策課

までお問い合わせください。



基本方針1

温室効果ガスの多くは、私たちの日常生活や事業活動でエネルギーを消費することで発生しており、

そのエネルギーの大半は石油などの化石燃料で賄われています。そのことから、無駄なエネルギー消費

をなくしていくこと、そして、温室効果ガスを排出せず、枯渇の恐れのない再生可能エネルギーへ転換

していくことが重要となります。そのため、省エネルギーを推進するとともに、本市の特徴である風の

強さを活かした風力発電等の再生可能エネルギーの有効活用を進めます。

1）高効率な機器・設備の導入を推進します。

2）省エネルギー診断の受診を推進します。

3）賢い選択を促す｢COOL CHOICE｣運動を推進します。

4）エネルギー消費の少ない建物の普及を推進します。

5）環境に配慮した運転・移動を推進します。

6）ごみの減量化を推進します。

1）再生可能エネルギーの導入を促進します。

2）再生可能エネルギーを利用した電力の利用を
推進します。

3）クリーンエネルギー自動車への転換を推進します。

4）水素エネルギーの利用・活用の検討を進めま
す。

省エネルギーの推進（1）

環境に優しいエネルギー利用を推進します

環境負荷の少ないエネルギーへの転換

【具体的な施策】

（2）

本計画の目標値

二酸化炭素排出量
26％以上削減※

※2030（令和12）年度に
2013（平成25）年度比

貢献度※１００％以上
※本市のCO₂排出量に対して
再生可能エネルギー発電による
二酸化炭素排出削減量の割合

事業者の皆さまに取り組んで

いただきたいこと
・省エネルギーセンター等が実施してい
る省エネルギー診断などを活用し、事
業所の効率的なエネルギー利用を進め
ましょう。

・空調機器やボイラーなどエネルギー消
費量の大きい設備の更新時には、補助
や融資制度なども活用し、高効率タイ
プの設備の更新を検討しましょう。

・環境負荷が少ないクリーンエネルギー
自動車の導入を検討しましょう。

・不要な照明の消灯や冷暖房温度設定な
ど、事業所における省エネルギー行動
に取り組みましょう。

・環境負担を低減するため、再生可能エ
ネルギー比率の高い電力会社への変更
を検討しましょう。

・地域の森林保全活動や緑化活動に参加
しましょう。

・環境問題に関心を持ち、環境にやさし
い事業活動を行いましょう。

・実践している環境配慮活動などのPRに
取り組みましょう。

地球温暖化対策に対する具体的施策03

市民の皆さまに取り組んで

いただきたいこと
・照明や家電について、使用時以外
には電源オフにするなど、生活の
中でできる省エネルギー行動を実
践しましょう。

・給湯器などの設備の更新時には、
省エネルギー性能の高いものを選
択しましょう。

・自動車を運転するときはエコドラ
イブに気を付け、環境負荷の低減
燃料消費の削減に努めましょう。

・自動車を更新する時は、環境負荷
が少ないクリーンエネルギー自動
車の導入を検討しましょう。

・省エネルギーなどに関する情報を
収集しましょう。

・食品は必要な分だけを購入するよ
うにし、食べ残しによる廃棄物を
出さないように心がけましょう。

・環境関連のイベントや環境につい
て考える場などに積極的に参加し
ましょう。

・地域の森林保全活動や緑化活動に
参加しましょう。

自然災害などへの対策（1）

●各種ハザードマップや防災ラジオを
活用し、多様な手法を用いて情報発
信、普及啓発を図ります。 など

熱中症や感染症などへの対策（2）

●熱中症、感染症に対する注意喚起を
行います。 など

生活基盤の強靭化（3）

●災害に強いまちづくりを
進めます。 など

気候変動による影響への適応を推進します

今後、温室効果ガスの削減を最大限に進めても地球温暖化は避けられないものとなっており、地球全体で気候変動の影

響が少なからず発生することが予想されています。そのため、本市の様々な環境の現状把握や、気候変動により起こり得

る影響を予測し、それらに適応するための対策を推進します。

【具体的な施策】

基本方針3

二酸化炭素の吸収・削減の取組の推進（3）

1）森林の適切な管理と保全を推進します。

2）身近な緑化を推進します。

3）新技術による二酸化炭素の吸収・削減の可能性
を調査します。

環境学習の推進と環境意識の向上（4）

1）地域特性を活かした環境学習や学習機会の創出
等を推進します。

2）日常における省エネルギー行動のあたりまえ化
を推進します。

3）関連情報の充実・入手のしやすさを推進しま
す。

基本方針２
多様な手法の活用と全ての主体の積極的な
取り組みを推進します

地球温暖化は市民・事業者・市の全ての主体が関わる課題であり、ゼロカーボンシティの実現に向け

て、一人ひとりが地球温暖化の問題を正しく理解し取り組むこと、ありとあらゆる手法を展開していく

ことが必要となります。そのため、二酸化炭素の吸収・削減の取組を進めるとともに、全ての主体に対

して様々な形で教育・学習環境及び内容の充実を図るなど、地球温暖化対策が着実に進む環境づくりを

進めます。

【具体的な施策】


